
二
つ
の
大
森
貝
塚 

 

長
谷
川 

修 
 

 

一
八
七
七
年
、
来
日
三
日
目
に
横
浜
か
ら
新
橋
へ
向
か
う
列
車
に
乗
っ
た
モ
ー
ス
博
士
は
、
大
森

停
車
所
を
出
た
と
こ
ろ
で
左
手
山
側
の
崖
に
貝
殻
の
堆
積
が
あ
る
の
が
目
に
は
い
っ
た
。
後
に
そ
の

場
所
を
発
掘
調
査
し
大
森
貝
塚
を
発
見
し
た
と
、
こ
こ
ま
で
は
子
供
の
頃
の
読
本
に
載
っ
て
い
た
。 

 

長
じ
て
池
上
に
住
み
、
品
川
歴
史
館
の
モ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
に
立
ち
寄
る
と
、
大
森
貝
塚
の
発
見
だ

け
で
は
な
い
モ
ー
ス
の
姿
が
現
れ
る
。 

 

モ
ー
ス
は
、
日
本
の
考
古
学
黎
明
期
に
、S

h
e
ll 

M
o
u
n
d

（
貝
墟
、
貝
塚
）
の
概
念
を
導
入
し
、

土
器
の
特
色
か
らC

o
rd

 
M
a
rk
e
d
 
P
o
tte

ry
 
(

縄
紋
土
器
）
と
命
名
し
、
日
本
最
初
の
発
掘
調

査
論
文
を
書
い
た
。
博
士
の
専
門
は
動
物
学
・
腕
足
動
物
で
あ
る
が
、
滞
日
の
二
年
間
に
東
京
大
学

で
講
義
し
た
の
は
、
考
古
学
、
人
類
学
、
進
化
論
、
動
物
学
等
の
広
い
範
囲
に
及
ぶ
。
ま
た
日
本
の

陶
器
や
民
具
に
も
詳
し
く
、
日
本
の
文
化
を
世
界
に
紹
介
し
た
。 

  

Ｊ
Ｒ
大
森
駅
を
出
て
池
上
通
り
を
北
に
少
し
行
く
と
、
右
側
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ル
の
前
に
「
大
森
貝
墟
」

の
案
内
板
が
あ
る
。
顕
彰
碑
は
ビ
ル
の
裏
手
の
線
路
脇
に
あ
っ
て
、
人
は
立
ち
入
れ
ず
窮
屈
な
場
所

だ
。
博
士
没
後
の
一
九
三
〇
年
に
建
て
ら
れ
、
題
字
は
モ
ー
ス
の
発
掘
調
査
に
同
行
し
た
佐
々
木
博

士
の
筆
に
よ
る
縦
書
き
の
雄
渾
な
も
の
で
、
風
格
に
富
む
。 

 

池
上
通
り
を
更
に
進
み
品
川
区
大
井
に
入
っ
た
所
の
右
側
に
「
大
森
貝
塚
遺
跡
庭
園
」
が
あ
る
。

こ
の
庭
園
は
、
品
川
区
が
一
九
八
〇
年
代
に
大
掛
か
り
な
発
掘
調
査
を
行
っ
た
場
所
で
、
貝
塚
の
復

元
や
モ
ー
ス
の
胸
像
、
縄
文
遺
跡
の
展
示
等
が
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
縄
文
の
風
が
吹
い
て
い
る
。
庭

園
の
片
隅
の
線
路
脇
に
「
大
森
貝
塚
」
顕
彰
碑
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
「
貝
墟
」
と
同
じ
頃
に
建
て
ら

れ
、
題
字
は
毎
日
新
聞
の
本
山
社
長
の
筆
に
よ
る
横
書
き
だ
。 

 

大
田
区
と
品
川
区
の
区
境
を
挟
ん
で
三
〇
〇
Ｍ
程
の
所
に
二
つ
の
碑
が
建
て
ら
れ
、
モ
ー
ス
発
掘

の
地
を
巡
っ
て
本
家
争
い
と
な
っ
た
。
論
争
は
五
〇
年
近
く
続
い
た
が
、
七
八
年
に
モ
ー
ス
が
地
主

に
払
っ
た
補
償
金
の
文
書
と
公
図
が
発
見
さ
れ
、
発
掘
地
は
品
川
区
で
確
定
す
る
。 

  

大
森
は
「
大
森
貝
塚
」
で
全
国
的
に
知
名
度
を
高
め
、「
日
本
考
古
学
発
祥
の
地
」
を
自
負
し
て
き

た
だ
け
に
、
大
田
区
の
住
民
と
し
て
は
少
し
残
念
な
気
が
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 


